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あらまし： 「プラモデル」を知らない学生が，大学の文化祭技術展示で「精密鉄道模型（1）」の動展示を

実施する事となり，講義で習得した３D-CAD 設計やレーザ加工，３D プリンタ，プログラミング，マイク

ロコンピュータ，モータ制御，電子回路技術を駆使して，独自の精密鉄道模型車両や高架橋を完成させ，

実演出来たことから，「精密鉄道模型」は教育効果が高いメカトロニクス教材であることを報告する． 
キーワード：精密鉄道模型，メカトロニクス，３D-CAD，レーザ加工，３Dプリンタ，マイクロコンピュー
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1. はじめに 
1990 年頃からプラモデル等の精密模型店が減少

したことに伴って，小学生・中学生が身近に精密模

型（1）（2）（6）に触れる機会も大幅に減少した．また，

同時期にインターネット通信販売の増加や小型ゲー

ム機の急速な普及と共に，百貨店の玩具売場も減少

した．特に，HOと呼ばれる精密鉄道模型（3）（4）（5）は

減少したが，その精密な加工技術や電気の要素技術

は，近年注目されているメカトロニクス技術（9）であ

り，教育効果が高い教材と言える． 
 
1.1 「HOゲージ」と「16番」鉄道模型とは 

「Nゲージ」は線路幅

9㎜の規格を指すが，こ

れに対して，線路幅（内

径）16.5mm（実物の 1／

87 サイズ）の模型は HO

（ハーフ O）として定義

され，世界的に普及し

ている．  

日本では，この規格の線路に模型車両を走行させ

る為，車両は 1／80 サイズとなる．厳密に区別する

場合には，「16番」と提唱されている（図 1）．HOゲ

ージの計算例を次の式（1）に示す． 
w＝1435mm ／ 87            （1） 

 ≒16.5mm 

w：width（線路幅）  
日本のＪＲでは，世界の標準軌（線路幅 1435mm）

に比較して幅が狭い狭軌（線路幅 1067mm）が使用さ

れている． 
 

2. 精密鉄道模型とメカトロニクス 
精密鉄道模型（3）（4）は図 2 に示すように，メカト

ロニクス技術（9），つまりメカニクスとエレクトロニ

クスの要素が全て集約されており，教育効果が高い

教材である． 
 
 
 
 
 
 
図 2 精密鉄道模型とメカトロニクスの関係 

 
3. 様々な教育要素を含む鉄道模型 
本章では，メカニクスとエレクトロニクスの教育

要素について説明する． 
 

3.1 三段高架橋の設計 
大学の講義科目である機械加工実習及び CAD／

CAM で習得する Autodesk 社の 3D-CAD である

FUSION360（図 3）を用いて，鉄道模型用の 3段高架

橋を設計した．これはメカニクスの技術教育要素で

ある． 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

図 1 HO及び 16番鉄道模型 

HO 

16番 

引用  Autodesk 

図 3 fusion360 による 3段高架橋の設計 
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3.2 レーザ加工 
3D-CADによる設計後，レーザ加工するためには，

設計データを PDFに変換し，線の太さを変更して

彫刻モードと切断モードの指定が必要となる．こ

の加工では，イラストレータを使用して線の太さ

を指定した．使用した加工材料は厚さ 5mm の MDF

ボードであり，レーザ加工機は Epilog FUSION M2 

60w である．加工機及び加工後の完成した三段高

架橋を図 4に示す．レーザ加工後の組立は，ねじ

やボンドを一切使用しない「しまりばめ嵌合」と

して組み立てた．これはメカニクス（9）の技術教育

要素である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.3 3Dプリンタによる造形 
鉄道模型の車両設計（5）(6) （7）（8）にも 3D-CADを活

用した．モデルは JR 九州豊肥本線現役運行中の「キ

ハ 125 形」を選定した．車両データの実寸が入手出

来なかったため，写真を基に再現した．設計途中の

様子及び 3D プリンタによる造形の様子を図 5 に示

す．3D造形後のフレームに市販されている走行台車

とレーザ加工で別途切り出した床板を取り付け，模

型車両本体を完成させた．本製作もメカニクスの技

術教育要素である． 
 
 
 
 
 
 

3.4 マイクロコンピュータの組込 
鉄道模型の車両は線路からの直流給電でモータを

駆動しており，進行方向に追従して極性が切り換わ

るため，前照灯と尾灯の切り換えには制御が必要と

なる．ここでマイクロコンピュータ(10)(11)(12)を組み

込んだ． 
 

 
 
 
  

 
4. 終わりに 

3D-CAD を用いて「16 番」鉄道模型の三段式高架

橋を独自に設計・製作した．また，3D-CAD を用いて

車両設計を行い，製作した． 

図 7 に示す文化祭では，2 日間で 200 名を超える来

客であった．特に小中高生及びその保護者や小学校

教員，高校教員・市立美術館職員，本学の小学校・

工業高等学校教職教育課程学生の訪問もあり，「教育

効果が非常に高い」と好評を得た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 今後の展開 
今回設計・製作した鉄道模型をさらに大学のメカ

トロニクス（9）工学教育の基盤として発展させるため，

有志によるクラブ活動の創設や学内に常設のレイア

ウト整備を実現したい． 
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図 4 レーザ加工機及び完成した高架橋 

赤丸は「しまりばめ嵌合」の場所を示す 

 

図 5 3D 設計及び 3Dプリンタによる造形の様子 

引用  OCT ひるドキッ！ 

図 7 一木祭（文化祭）の様子 

図 6 模型車両に組み込んだマイクロコンピュータ 
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